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２
０
２
６
年
１
月
１
日
か
ら
１
２
日
ま

で
、
貴
山
に
て
、
伝
統
芸
能
猿
ま
わ
し
公
演

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。﹁
ち
ま
き
と

ア
リ
ィ
﹂
で
す
。

　

猿
ま
わ
し
の
歴
史
は
古
く
、
１
︐
０
０
０

年
以
上
前
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
記
述

も
あ
り
、
災
い
が
サ
ル(

去
る)

、
病
気
が

サ
ル(

去
る)

な
ど
厄
除
け
の
力
が
あ
る
と

信
じ
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
職
業
と
し
て
確

立
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
背
景
が
あ
る
猿
ま
わ
し
で
、
初
詣
に
来
ら

れ
た
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
公
演
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
拝
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
は
、
猿
ま
わ
し

＝
男
性
の
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
私
が
所
属
す
る
日
光
さ
る
軍
団
︵
株
式

会
社
モ
ン
キ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
︶に
は
、

２
０
人
以
上
の
猿
ま
わ
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が

在
籍
し
て
お
り
、
実
は
半
数
以
上
が
女
性
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
す
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
出
産
・
育
休
を
経

て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
復
帰
す
る
も
の
も
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
猿
ま
わ
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

に
、
な
ぜ
、
私
が
な
っ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、

お
猿
さ
ん
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

　

日
光
さ
る
軍
団
に
入
社
し
﹁
ち
ま
き
﹂
に

出
会
っ
て
か
ら
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
な
り
た

い
と
い
う
思
い
は
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し

た
。
ち
ま
き
と
二
人
三
脚
で
練
習
を
重
ね
、

本
番
で
一
生
懸
命
に
芸
を
す
る
姿
や
、
終

わ
っ
た
後
に
見
せ
る
無
邪
気
な
表
情
に
何
度

も
心
を
動
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。﹁
ち
ま
き

の
隣
に
立
ち
、
お
猿
さ
ん
の
魅
力
を
伝
え
た

い
﹂
そ
の
気
持
ち
が
私
の
原
点
で
す
。
実
際

は
体
力
、
気
力
が
必
要
で
悩
む
こ
と
も
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
通
じ
合
え
た
瞬
間
の
ま
な
ざ

し
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
芸
を
届
け
て
い
る

つ
も
り
が
、
支
え
ら
れ
て
い
る
の
は
私
の
ほ

う
で
す
。
だ
か
ら
今
も
誇
り
を
持
っ
て
お
客

様
の
前
に
立
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
て
い

る
と
い
う
自
覚
も
持
ち
な
が
ら
、
皆
様
に
笑

顔
に
な
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
２
人
で
精
進
し

て
い
き
ま
す
。﹁
ち
ま
き
と
ア
リ
ィ
﹂
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

花
ま
つ
り

四
月
八
日
～
十
日

慶
祝 

釈
尊
ご
生
誕

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

境
内
風
景
も
し
く
は

昨
年
の
彼
岸
会
の
写
真
を
使
う

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
：
ア
リ
ィ　

２
０
２
３
年
４
月
入
社

　
　
　
　

お
猿
：
ち
ま
き　

２
０
２
２
年
４
月
生
ま
れ

職
業「
女
性
猿
ま
わ
し
師
」

春
彼
岸

い
の
ち
を
想
う
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四
月
八
日
は
、
仏
教
を
開
か

れ
た
釈
尊
︵
お
釈
迦
さ
ま
︶
の

ご
生
誕
日
で
す
。
当
山
で
は
釈

尊
ご
生
誕
を
祝
し
、
誕
生
仏
︵
釈

尊
の
像
︶
を
花は

な

御み

堂ど
う

に
お
祀
り

し
て
甘
茶
を
灌
ぐ
﹃
灌
仏
会
﹄

を
厳
修
い
た
し
ま
す
。
甘
茶
の

ご
接
待
、
ま
た
お
釈
迦
様
の
特

別
朱
印
も
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ま
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

　

春
分
の
日
と
な
る
三
月
二
十

日
、午
後
二
時
よ
り
大
師
堂
に
て
、

ご
先
祖
さ
ま
へ
報
恩
感
謝
の
誠
を

捧
げ
、
自
然
を
称
え
生
物
を
慈
し

む
﹁
春
彼
岸
会
法
要
﹂
が
、
小
豆

畑
主
監
お
導
師
の
も
と
営
ま
れ
ま

し
た
。

　

法
要
に
は
大
師
堂
地
階｢

霊
雲

閣｣

に
お
位
牌
を
奉
祀
さ
れ
て
い

る
ご
遺
族
を
は
じ
め
、先
祖
供
養
、

水
子
供
養
の
誠
を
捧
げ
る
多
数
の

方
々
が
参
列
さ
れ
、
職
衆
の
読
経

が
響
く
中
、
諸
精
霊
に
供
養
の
香

を
手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
一
日
、
午
前
十
時
よ

り
大
師
堂
に
て
﹁
正
御
影
供
﹂
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
真
言
宗
の
宗
祖
で

あ
る
弘
法
大
師
が
承
和
二
年

︵
八
三
五
︶、
高
野
山
に
て
ご
入
定

さ
れ
た
日
に
あ
た
り
ま
す
。
お
大

師
さ
ま
の
ご
尊
像
の
ご
宝
前
で
法

要
が
営
ま
れ
、
宗
祖
弘
法
大
師
に

報
恩
感
謝
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

三
月
十
五
日
、
自
転
車
を
楽
し

み
な
が
ら
正
し
い
乗
り
方
を
学
ぶ

﹁
犬
山
レ
レ
レ
ラ
イ
ド
２
０
２
６
﹂

が
、
当
山
を
出
発
・
帰
着
地
と
し

て
開
催
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
マ
ル

シ
ェ
＆
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。
自
転
車
に

乗
ら
な
い
方
も
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。

　

当
山
で
は
、
受
験
合
格
、
学
業

成
就
を
祈
願
す
る﹃
合
格
祈
願
会
﹄

が
、
一
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
厳
修
さ
れ
、
厄
難
消
除
・
身

体
健
全
を
祈
願
す
る
﹃
厄
除
大
祈

願
﹄
も
、
二
月
四
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
厳
修
さ
れ
ま
し
た

【
写
真
左
】。
ま
た
、
昨
年
に
続
き

﹃
厄
除
大
祈
願
﹄
の
期
間
中
、
本

堂
前
に
﹁
厄
除
大
門
﹂
が
奉
設
さ

れ
ま
し
た
。【
写
真
右
下
】。
厄
除

大
門
は
、
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
り
災

厄
が
祓
わ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
参
拝
者
が
大
門
を
く
ぐ
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
尚
、
当
山
で

は
、期
間
中
以
外
で
も
合
格
祈
願
、

厄
除
祈
願
の
ご
祈
祷
を
一
年
を
通

し
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

慶
祝
釈
尊
ご
生
誕

花
ま
つ
り

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

春
彼
岸
会
法
要
営
む

宗
祖
弘
法
大
師
正し

ょ
う

御み

え

く

影
供
営
む

グ
ル
メ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
開
催

合
格
祈
願
会
・厄
除
大
祈
願

結 願

第71回

学
童
写
生
大
会

◆
と

き　

四
月
二
十
九
日
よ
り
五
月
六
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

作
品
提
出
締
切
は
六
日
午
後
五
時
※
貞
照
寺
は
三
時
半

◆
と

こ

ろ　

当
山
境
内
及
び
成
田
山
貞
照
寺
︵
岐
阜
県
各
務
原
市
︶

◆
参
加
資
格　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

◆
参

加

料　

無　

料

◆
参

加

賞　

作
品
提
出
時
に
参
加
賞
︵
お
菓
子
・
飲
物
︶

◆
画

材　

指
定
画
用
紙
は
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

絵
の
具
︑ク
レ
パ
ス
︑画
板
︑筆
な
ど
は
ご
持
参
下
さ
い
。

◆
入
賞
者
発
表　

当
山
Ｈ
Ｐ
﹁
犬
山
成
田
山
﹂
に
て
五
月
下
旬
に
発
表
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
出
品
団
体
等
に
入
賞
者
の
名
簿
を
送
付
し
ま
す
。

◆
表

彰

式　

六
月
二
十
日
︵
土
︶　

午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　

信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

四
月
八
日（
水
）、九
日（
木
）

　
　
十
日（
金
）聖
蘭
堂
に
て
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三
月
二
十
日
、
ご
先
祖
さ
ま
始

め
一
切
の
精
霊
を
供
養
す
る
春
彼

岸
会
法
要
が
営
ま
れ
、
大
勢
の
檀

信
徒
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
法
要
後
、
墓
前
、
子

育
・
水
子
地
蔵
尊
ご
宝
前
に
各
々

足
を
運
ば
れ
、
香
を
手
向
け
供
養

の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
世
稲
荷
の
ご
縁
日
で
あ
る
二

月
十
三
日
︵
二
の
午
︶、
出
世
稲

荷
堂
に
て
出
世
稲
荷
祭
が
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
月
六
日
、モ
ダ
ン
雅
楽
会︵
代

表　

田
中
左
京
さ
ん
︶
の
皆
様
が

来
山
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
に
て
笙

を
用
い
た
奏
楽
を
奉
納
さ
れ
、
ご

本
尊
に
一
層
の
精
進
を
誓
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
客
殿
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。
参
拝
者
の

皆
様
に
少
し
で
も
快
適
に
お
休
み

い
た
だ
け
ま
す
様
、
ご
準
備
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

三
月
八
日
、
四
日
市
支
部
︵
支

部
長
＝
上
杉
勝
治
氏
︶
の
支
部
総

参
拝
並
び
に
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

バ
ス
２
台
、
総
勢
五
十
名
が
大

護
摩
供
を
参
拝
し
、
所
願
成
就
を

祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
参
拝
後
は
、

信
徒
会
館
二
階
東
西
の
間
に
て
総

会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
籔
法

務
部
・
信
徒
部
統
括
部
長
の
挨
拶

を
頂
戴
し
、
上
杉
支
部
長
の
挨
拶

後
、
議
題
に
う
つ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収

支
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
今
年

度
の
事
業
報
告
案
並
び
に
予
算
案

が
提
出
さ
れ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
観
音
寺
住
職
戸
田
令

定
様
よ
り
法
話
を
頂
戴
し
総
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。
続
い
て
懇
親
会

が
行
わ
れ
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
尻
記

海
部
郡　
　

登
港
運
輸
㈱

丹
羽
郡　
　

市　

橋　
　

英　

男

　

〃　
　
　

津　

田　
　

ふ
み
よ

　

〃　
　
　

社　

本　
　

眞　

一

一
宮
市　
　

廣　

瀬　
　

久　

士

名
古
屋
市　

長　

瀬　
　

知　

哉

小
牧
市　
　

近　

沢　
　

春　

光

稲
沢
市　
　

恒　

川　
　

春　

光

丹
羽
郡　
　

大　

塚　
　

絹　

代

　

〃　
　
　

近　

藤　
　

朋　

美

　

〃　
　
　

山　

口　
　

鋭　

子

貞
照
寺
だ
よ
り

灌
か ん

仏
ぶ つ

会
え慶祝 

釈尊ご生誕
　お釈迦様のご生誕をお祝
い下さい。甘茶のご接待も
ございます。ご家族お揃い
でお参り下さい。

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

支
部
総
会
開
催

春
彼
岸
会
法
要

　
　
　
　
営
む

暑
さ
寒
さ
対
策

出
世
稲
荷
祭
厳
修

ホームページ
ＱＲコード

4/29（ 水）～ 5/6（ 水）
学童写生大会

朝九時より受付開始。
午後三時半まで作品受け取り。

第 71 回

　

成
田
山
の
ご
信
徒
に
よ
り｢

成
田

山
索
の
会｣
と
い
う
外
護
団
体
が
結

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

索
の
会
は
成
田
山
ご
本
尊
お
不

動
さ
ま
が
左
手
に
持
つ
﹁
索
﹂
の

功
徳
で
あ
る
四し

し
ょ
う摂(

布ふ

せ施
・
愛あ

い
ご語
・

利り
ぎ
ょ
う行
・
同ど

う
じ事)

を
会
の
精
神
と
し
︑

会
員
同
士
が
語
り
合
い
︑
親
し
む
機

会
を
得
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
是

非
ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

　

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
　

〇
五
六
八(

六
一)

二
五
八
三

　
　
　

｢

成
田
山
索
の
会｣

事
務
局

索
の
会　

特
別
企
画
予
定

　
・
大
相
撲
時
津
風
部
屋
稽
古
見
学
＆
ち
ゃ
ん
こ
会
食
（
七
月
上
旬
頃
）

　
・
犬
山
成
田
山
参
拝
＆
大
相
撲
名
古
屋
場
所
観
戦
（
七
月
中
旬
頃
）

　
・
成
田
山
川
越
別
院
本
行
院
参
拝
旅
行
（
九
月
上
旬
頃
）

　
・
御
園
座
観
劇
（
四
月
頃
）

　
　
※
詳
細
は
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

4/8（水）
4/ 9（木）
4/10（金）

四
日
市
支
部

成
田
山
索な

わ

の
会

入
会
の
ご
案
内

モ
ダ
ン
雅
楽
会
奏
楽
奉
納

写

経

会

◆
日
　
時
　
毎
月
第
四
日
曜

　
　
　
　
　
九
時
よ
り

◆
場
　
所
　
庫
裡

◆
初
穂
料
　
一
千
円
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各
務
原
市　
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４月の成田山行事
◆御縁日　1 日、15 日、28 日
◆灌

か ん ぶ つ え

仏会　８日～ 10 日 聖蘭堂
◆春の交通安全週間特別御祈祷
　　　　　　　　6 日～ 15 日
◆御詠歌講習会　15 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆写経会　28 日　信徒会館 3 階
◆学童写生大会
　　　　4 月 29 日～ 5 月 6 日

紙
上
書
道
展

二
月
の
登
山
講
社

行事は中止または内容が変更となる場合が
ございます。最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

お
く
や
み

森
田
光
子
氏

　当山では年４回の「交通安全週間」
の主旨に賛同し、この期間中に交通
安全ご祈祷を受けられた方に「交通
安 全 之 証」 を 授
与 し て、 よ り 一
層 の 交 通 安 全 の
ご 加 護 を 得 ら れ
ま す よ う 心 よ り
お 祈 り 申 し 上 げ
ております。

春の交通安全週間

特別御祈祷の御案内

期間　４月６日～ 15 日

「
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集
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は
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ま
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。
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